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標 語

新エルサレムを生かし出し、成し遂げることは、
新約の唯一の務めの内在的な本質にしたがって、

神の全体的な救いを生かし出し、成し遂げることであり、
それはキリストのからだの実際と新しい復興のためです。

神が人と成ったのは、
人を神格においてではなく命と性質において神とならせ、

キリストの有機的なからだを生み出し建造して、
神のエコノミーを成就し、この時代を閉じ、

キリストの再来をもたらし、彼の王国を設立するためです。

神の意図は、宇宙的な女を通して、
男の子、すなわち、神の民の中の強い部分を産むことです。

神はこの男の子を用いて、神の敵を打ち破り、
神の王国をもたらします。

わたしたちは使徒たちの教えを守ることによって、
主の回復の現在のビジョンに緊密に従い、

一の本質の中にとどまらなければなりません。



主題：主の回復の現在のビジョンに緊密に従う

唯一の新約の務めの内在的な本質にしたがって、
主の回復の現在のビジョンに緊密に従う

主が彼の回復に与えたビジョンは、すべてを含むビジョン、すなわち、す
べてのビジョンの究極的完成であり、それは新エルサレムのビジョンです
――箴29:18前半．使徒26:18-19．22:15．啓21:2, 9-11：

新エルサレムは、神の全体的な救いの具体化であり、それには法理的な面
と有機的な面があります――ローマ5:10．啓22:14：



新エルサレムを生かし出し、成し遂げることは、新約の唯一の務めの内在
的な本質にしたがって、神の全体的な救いを生かし出し、成し遂げること
であり、それはキリストのからだの実際と新しい復興のためです――ピリ
ピ 1:19． 2:13．ローマ 5:10, 17．Ⅱコリント 3:18． 4:1, 16．エペソ
4:11-12, 16：





主の回復は、わたしたちを新約の唯一の務めへと戻すことです。この務め
(Ⅱコリント4:1)には、以下の特徴があります：



2007 Living Stream Ministry©


